
鹿児島県からのお知らせ

12
月
11
日（
金
）〜
2
月
10
日（
水
）
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県政
トピックス

12月20日(日)

　
川
内
原
子
力
発
電
所
1
・
2
号
機
の
再
稼
働

後
、
初
め
て
の
原
子
力
防
災
訓
練
を
県
お
よ
び
薩

摩
川
内
市
な
ど
関
係
周
辺
市
町
の
主
催
に
よ
り
実

施
し
た
。

　
訓
練
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
地
域
住

民
の
ほ
か
、
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
約

1
5
0
の
防
災
関
係
機
関
、
約
3
6
0
0
人
が
参

加
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
避
難
の
手
順
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
避
難
施
設
等
調
整
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
医
療
機
関
な
ど
の
受
入
先
の
調
整
の
ほ
か
、
30

K
m
圏
外
に
避
難
退
域
時
検
査
所
を
設
置
し
、
車

両
用
ゲ
ー
ト
モ
ニ
タ
に

よ
る
汚
染
検
査
、
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
等

搭
載
車
に
よ
る
内
部
被

ば
く
検
査
を
実
施
す
る

な
ど
、
新
し
い
取
り
組

み
も
行
っ
た
。

平成27年度原子力防災訓練

★は写真入りで紹介

12月19日(土)

　
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
阿
久
根
北
I
C

か
ら
野
田
I
C
間（
4
.
0
k
m
）が
供
用
し
、
出

水
市
で
初
め
て
と
な
る
本
自
動
車
道
が
開
通
し

た
。こ
れ
に
続
く
、
野
田
か
ら
出
水
間
も
平
成
28

年
度
以
降
、
順
次
供
用
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、今
後
、開
通
区
間
が
延
伸
し
て
い
く
こ
と
で
、

沿
線
地
域
の
産
業
や
観
光
の
振
興
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
当
日
は
、
式
典
後
、
地
元
幼
稚
園
児
も
参
加
し

た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
通
り
初
め
も
行
わ
れ
、
開
通

を
祝
っ
た
。

　
ま
た
、
野
田
I
C
周
辺
に
お
い
て
、
地
元
住
民

ら
約
5
0
0
人
が
参
加

し
、〝
み
ち
〞
と
ふ
れ
あ

う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

も
行
わ
れ
た
。

南九州西回り自動車道
「出水阿久根道路(阿久根北IC～野田IC)」開通式典

～

★
K-

G
A
P
か
ご
っ
ま
の
食
の
安
心
と
安
全
フ
ェ
ス
タ

1

8
月

日(

金)

2

7
月

日(

日)

★
桜
島
火
山
爆
発
総
合
防
災
訓
練

1

12
月

日(

火)

選
挙
の
出
前
授
業
2
0
1
6
イ
ン
県
短

1

13
月

日(

水)

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
薬
物
乱
用
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1

16
月

日(

土)

★
第
18
回
鹿
児
島・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
交
流
会
議

1

19
月

日(

火)～

か
ご
し
ま
の
逸
品
商
談
会

1

20
月

日(

水)

21
日(

木)

★
鹿
児
島
の
夕
べ

1

22
月

日(

金)

★
本
場
大
島
紬
と
鹿
児
島
の
食
を
楽
し
む
夕
べ

in 

神
奈
川

1

23
月

日(

土)

県
・
市
町
合
同
公
売
会

1

28
月

日(

木)

坂
井
宏
行
氏「
薩
摩
大
使
」「
鹿
児
島
食
の
巧
み
」委
嘱
式

1

31
月

日(

日)～

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
か
ご
し
ま
2
0
1
6

2

6
月

日(

土)

7
日(

日)

15

12
観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
会
長
表
彰

月

日(

火)

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
「
出
水
阿
久
根
道
路
」
開
通
式
典

19

12
月

日(

土)
★★

平
成
27
年
度
原
子
力
防
災
訓
練

20

12
月

日(
日)

御
下
賜
金
伝
達
式

22

12
月

日(

火)

口
永
良
部
島 

避
難
指
示
の
一
部
解
除

25

12
月

日(

金)

知
事
表
彰（
ス
ポ
ー
ツ
部
門
）

2

3
月

日(

水)

★
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1月12日(火)

桜島火山爆発総合防災訓練

　
桜
島
の
大
規
模
爆
発
に
よ
る
火
砕
流
な
ど
の

災
害
に
加
え
、
鹿
児
島
湾
を
震
源
と
す
る
地
震
や

津
波
へ
の
警
戒
を
想
定
し
た
「
桜
島
火
山
爆
発
総

合
防
災
訓
練
」
を
鹿
児
島
市
お
よ
び
垂
水
市
で
実

施
し
た
。

  

当
日
は
、「
地
域
の
連
携
に
よ
る
防
災
力
の
向

上
」を
テ
ー
マ
に
、県
や
鹿
児
島
市
、垂
水
市
な
ど

1
5
6
の
団
体
と
地
域
住
民
、
合
わ
せ
て
約

4
5
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　
地
域
住
民
に
よ
る
島
外
避
難
訓
練
の
ほ
か
、
新

た
に
、
外
国
人
観
光
客
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、

従
来
の
日
本
語
・
英
語
に
、
中
国
語
・
韓
国
語
を

加
え
た
4
カ
国
語
で
防

災
情
報
を
放
送
す
る
訓

練
も
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
県
庁
で
は
災

害
対
策
本
部
会
議
訓
練

や
情
報
伝
達
訓
練
も
行

わ
れ
た
。

1月19日(火)

鹿児島・シンガポール交流会議

　「
第
18
回
鹿
児
島
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
交
流
会
議
」

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
し
た
。鹿
児
島
か
ら
は

知
事
な
ど
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
外
務
省
上

級
大
臣
な
ど
が
出
席
し
、
鹿
児
島
の
農
畜
水
産
物

な
ど
の
輸
出
促
進
、
観
光
交
流
の
促
進
、
青
少
年

交
流
団
の
相
互
派
遣
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
9
項
目
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

合
意
し
た
。

　
交
流
会
議
後
の
知
事
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
県
産
品
を
使
っ
た
料
理
や
鹿
児
島
の
食
文

化
体
験
の
場
を
提
供
し
た
ほ
か
、
交
流
会
議
に

合
わ
せ
て
、
観
光
セ
ミ
ナ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
フ

ェ
ア
を
開
催
し
、
鹿
児

島
の
魅
力
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

1月8日(金)～2月7日(日)

　
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
制
度

（
K-

G
A
P
）
に
つ
い
て
、
県
内
外
の
消
費
者
に

広
く
制
度
の
認
知
度
向
上
を
図
り
、本
県
の
安
心
・

安
全
な
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
資
す
る
た

め
、「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
」
に
お
い
て
、

K-
G
A
P
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
全
26
店
舗

が「
K-
G
A
P 
P
R
協
力
店
」と
な
り
、
認
定
証

交
付
式
も
行
わ
れ
た
。

　
1
カ
月
に
わ
た
り
、
全
26
店
舗
に
お
い
て
、

K-

G
A
P
認
証
農
林
水
産
物
を
使
用
し
た
メ
ニ

ュ
ー
が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
J
A
い
ぶ
す
き
の
そ

ら
ま
め
の
試
食
・
販
売

な
ど
K-

G
A
P
認
証

農
林
水
産
物
の
P
R
を

行
い
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

K-GAPかごっまの食の安心と安全フェスタ
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平
成
27
年
度
に
国
内
外
の
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た

12
個
人
、
1
団
体
に
対
し
て
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」の
表
彰
式
を
実
施
し
た
。

　
伊
藤
知
事
は
「
多
く
の
県
民
に
感
動
と
活
力

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。更
に
高
い
目
標
に
向

け
て
努
力
さ
れ
、
東
京
五
輪
や「
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
」で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
」と
祝

福
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
選

手
権
女
子
団
体
で
優
勝
し
た
青
柳
麗
美
選
手
（
鹿

児
島
情
報
高
校
）
が
「
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て

謙
虚
と
感
謝
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。こ
れ
か

ら
も
謙
虚
に
、
ひ
た
む

き
に
、一
生
懸
命
、楽
し

ん
で
競
技
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

2月3日(水)

知事表彰（スポーツ部門）

1月22日(金)

鹿児島の夕べ

1月23日(土)

本場大島紬と鹿児島の食を楽しむ夕べ in 神奈川

　
本
県
が
誇
る
大
島
紬
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統

的
工
芸
品
や
豊
か
な
「
食
」
の
、
首
都
圏
に
お

け
る
知
名
度
向
上
と
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

神
奈
川
県
の
協
力
の
も
と
、「
本
場
大
島
紬
と
鹿

児
島
の
食
を
楽
し
む
夕
べ
」
を
横
浜
に
お
い
て

開
催
し
た
。

　
ド
レ
ス
コ
ー
ド
を
大
島
紬
と
し
、
伊
藤
知
事

を
は
じ
め
、
神
奈
川
県
の
黒
岩
知
事
も
大
島
紬

姿
で
出
席
さ
れ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
本

県
と
神
奈
川
県
の
食
材
を
コ
ラ
ボ
し
た
コ
ー
ス

料
理
や
大
島
紬
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
大

島
紬
大
使
な
ど
を
務
め
る
ゲ
ス
ト
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

じ
て
、「
本
物
。
鹿
児

島
県
」
の
多
彩
な
魅
力

を
発
信
す
る
機
会
と

な
っ
た
。

　
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
鹿
児
島
の

特
産
品
や
観
光
の
P
R
を
行
う
「
鹿
児
島
の
夕

べ
」
を
開
催
し
、
鹿
児
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

な
ど
約
1
0
0
0
人
が
出
席
し
た
。

　
県
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
薩
摩
琵
琶
の
重

厚
な
調
べ
で
幕
を
開
け
、
今
回
は
、「
本
物
。
鹿

児
島
県
」
〜
明
治
維
新
1
5
0
周
年
に
向
か
っ

て
〜
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
明
治
維
新
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
鹿
児
島
の
歴
史
な
ど
の
紹
介

や
、
昨
年
7
月
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
県
産
の
農
林
水
産
物
や
特
産
品
、
郷
土

料
理
な
ど
の
紹
介
・
提

供
を
行
っ
た
。

　
伊
藤
知
事
は
、
大
島

紬
に
身
を
包
み
、
本
県

の
多
彩
な
魅
力
を
P
R

し
た
。
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